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歯科応用薬理学分野について, 簡単にその沿革と最

近の活動状況を説明致します｡

歯科応用薬理学分野は, 本歯学部の歯科薬理学講座

を前身としており, 昭和55年４月に初代の清水信一郎

教授, 平成３年に二代の西川殷維教授を経て, 平成19

年９月より, 佐藤友昭が教授に昇任し, 現在は, 佐藤

の他, 増原正明講師 (医博), 永山知宏助教, 大西佳

子助教をスタッフとし, 教育, 研究活動を行っている｡

また, 平成24年４月より待望の大学院生, 塚原飛央が

入学し, 研究活動を懸命にこなし, 着実に成果をあげ

ている｡

薬理学の分野は, 国内外を問わず, 医学系, 歯学系,

薬学系, 農学系, 獣医学系, 生体工学系, 理学系と出

身母体の学部が異なっていても研究領域に境界を強い

て設けておらず (それが強味でもあり, 弱味でもある

のだが), 当研究室もこの立場で, 分野にこだわらず,

自由な発想で研究を進めている｡ 代々の本学歯科薬理

学講座 (当分野) の究極の目的は, ヒトの生活の質の

向上に役立つ薬物を臨床に送り出すことであるとの考

えから, 老化による障害, 認知症, 難治性神経症, 虚

血性障害, 骨粗鬆症, カンジダによる障害等の発症機

序, およびこれら疾患に対しての従来薬物の作用機序

を詳細に分析することによって, 新しい薬物治療戦略

を樹立したいと考え, 基礎的研究中心に日夜研究活動

に取り組んでいる｡ 主に佐藤は, 中枢神経障害に関す

る研究を担当し, 塚原らと共に難治性神経症の薬物治

療に関する研究を行っている｡ 従来, 神経障害と言え

ば, グルタミン酸作動性神経による神経障害に多くの

スポットが当てられていたが, 我々は, ����作動
性神経によっても神経障害が引き起こされ, このこと

が神経疾患の難治性, つまり, 薬物に対しての抵抗性

に関わる事を示唆する結果を得ている｡ また, 増原は,

骨を吸収する細胞である, 破骨細胞の研究をメインテー

マとし, 破骨細胞の分化に影響を与えるもの, 例えば,

ケッパーなどに多く含まれるケルセチンなどについて,

どのような細胞内情報伝達経路に影響を及ぼしている

かの解析など, 骨粗鬆症予防への応用を見据えながら

研究を行っている｡ 更に, 前述の大学院生である塚原

は, 難しい課題にも, 果敢に挑戦し, 持ち前の粘り強

さで, 新規の発見を行い, 平成24年12月15日の大学院

発表会で, ｢ストレスが閉経モデルマウスの情動に及

ぼす影響と����神経系との関連に対する行動科学
的および組織化学的検討｣ の演題を発表し, お陰様で,

１年生ながらも上位評価を頂いて, 本人は更なる努力

目標ができたようである｡ 永山は, 当分野では臨床研

究を行える貴重な存在で, 顎顔面疾患制御学と連携し

て, ���������������, 及び������������������の生活
環を調べ, 生体への進入のメカニズムを研究し, 口腔

カンジダ症の治療や予防方法改善に留まらず, 新しい

生体材料の開発を見据えた研究も行っている｡

このように, 当分野は地道にではあるが, 着実な成

果を発表しており, 今後, 薬物治療の新しい戦略を提

示することに繋げたいと, スタッフ一同, 研究を鋭意

推進中である｡ 我々は, 未だ未だ発展途上の段階で,

皆様にご指導を仰がなければ成らないと考えておりま

すので何卒宜しくお願い致します｡������������
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